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日本の野生小型哺乳類とは



「野生哺乳類」の利点
• 同じ哺乳類であるので、
予想される影響がヒト
に近いと想定される

• さまざまな既存の評価
法を適用可能

染色体変異の解析



「野生小型哺乳類」の利点

• 全国に普遍的に分布する
個体数も多い。「有害駆除」としてサンプルが得ら

れやすい

• 特定の生活空間ごとの評価が可能
それぞれの小型哺乳類種は、それぞれの特有の

生息空間がある。例：

モグラ類：地中、アカネズミ：広葉樹林、

ハツカネズミ：ヒトの居住空間に近い田畑

クマネズミ：都会を含めたヒトの居住空間



野生生物への化学物質の影響評価
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留意点
①遺伝的背景
（種の特異性）

遺 伝 的 交 流
時 間 的 経 緯

自然選択

ランダムな変動

突然変異

新規の変異の出現

②遺伝的多様性
の時空間の
ゆらぎ



本日の主目的：「日本の哺乳類」を知る
野生生物を扱う前にその相手を知ろう

★遺伝的背景と遺伝的多様性の時空間変異を

把握するための３つのポイント

１．日本の小型哺乳類たちの起源とは

２．日本列島の中での地域集団の特異性

３．環境変化に対する適応力（変化する力）とは



NASA Earth Observatory

Part １．
日 本産小型

哺乳類の起源

陸生哺乳類を中心におよそ
１００種が生息。その多くは、
日本固有種。
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遺伝子は過去の歴史を記憶

大陸の近縁種との関係は？
いつ日本にやってきたのか？
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長い歴史を持つ独自の系統

ニ ホ ンヤマ ネの場合

２３００万年前に系統の分化

６つの核遺伝子の変異に基づく
Nunome et al., unpublished
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北海道

本州、四国、九州

琉球

最も近縁な大陸産 日本産

遺伝的距離

日本列島の小型哺乳類の固有性

中新世

第四紀５００万年前

鮮新世 世界の11の現生の属のうちの一つ

「属」として固有

「日本人」の渡来

ヒミズ

現在過去


